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第 5 回 土土土土    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    学学学学    ぶぶぶぶ            （報告） 実施 2008.08.24 

 

昨夜からの激しい雨も 6 時過ぎには止み、受講生の皆さんも元気に顔を見せてくれました。 

今回は元岐阜県農業総合研究センター所長 古橋勝幸先生に講師を依頼いたしまして、野菜 

作りの基本であります「土について」学びました。 

尚、秋冬野菜の準備は昨夜の激しい雨の為、畑に入れませんので取りやめました。 

 

ＡＭ9：30 受付スタート  受講生 8 名 

ＡＭ10：00 講座スタート 

 

今回の講座は数値、結合などの話しが多く出てくるせいか、古橋

先生は初めに、余り数値等には深刻になる必要はありません。  

と言っても酸度（ＰＨ）だけは、一作毎に必ず酸度計でチェック

をしてください。                                                                                                                                         

それができなければ、少なくとも年 1 回は酸度チェックをしデ

ータを取ってください。と言われみなさんひと安心したことでは。 

 

  農家の方は長年の経験とカンでやっていますが、経験の少ない私達はできるだけデータを

取り、集めて農家のやり方に近づけるようにしたいものですね。 

  栽培している人の長年によるその人の技術、やり方に沿った土地、畑が作られているので

す。 

  ですから，当初にも言いましたが、余り細かい数値を気にすることはなく、生産者の顔を

見ながら判断してもらえばいいと思います。 

 

土を手にとって何でできているんだろうと思ったことはあります

か？ 

（図表を参照）土壌は固体、液体、気体の三相でできているのがお

解かりいただけると思います。 

固体は無機物と有機物に分かれ無機物の中では、粘土が重要で粘土

プラス砂の割合を土性、土目と言います。（土が荒いとか、細かいと 

            とか） 

有機物には小動物、植物残渣、腐植や、土壌微生物があります。 

液体には土壌水（水分）、気体には空気とガス（有機が分解する際発生する炭酸ガス）が有

ります 

 

 

 

 

 

 

 



  孔げき孔げき孔げき孔げき：団粒構造の内部には細かい隙間、外部には水や空気を含むことができる比較的大

きな隙間を言う。 

                        孔げきにより、土は作物の生育にとって水持ち、水はけや空気の通り等バランス

の良い状態が保たれるのです。 （テキスト 1Ｐ）（参考資料 図 1） 

 

  健全な根を育てるためにはこの孔げきが大切なのです。 

 

  健全ば土壌とは？健全ば土壌とは？健全ば土壌とは？健全ば土壌とは？ 土粒 40％ ： 水分 30％ ： 空気 30％  （参考資料 図 2） 

 

       土の中に有機物を入れることにより小動物＝微生物をできるだけ沢山つくる状 

       態を上手に作り上げて、粘質物を出させ適度な孔げきを作ることことが健全な

土壌を作ることなのです。（作物の育成に好ましい） 

 

 ※ プロの間では、石のことをレキレキレキレキと言います。 

   2mm 以上の大きさは土とは言わず、レキに該当する。 

 

 ※ 土質の計測は 100ｇあたり N とか Ca が何㎎あるか 

 

 

 

 土中での肥料養分の働き土中での肥料養分の働き土中での肥料養分の働き土中での肥料養分の働き： （テキスト 2P） 

・ 土中の窒素養分（有機物中の養分）は土壌生物の働きにより無機態の窒素（アンモニ

ア態窒素や硝酸態窒素）に変化します。これらは施された肥料の窒素成分と同様に土

中の水に溶けてイオンになります。これらは粘土鉱物に吸着されたり、土の中の水に

溶けたりして作物に吸収されます。（これは有機堆肥、肥料と言えども同じです） 

 

※ 尚、この報告書はテキスト以外の補足としてご利用ください。 

各項目の詳細はテキストを参照のこと。 

 

 

（これからは ETC コーナー） 

 

・家庭の生ごみは醤油やソースなど味付けしたものが多い為、塩分がどうしても多くな 

 りがちですので、よく洗って堆肥に。 

    

   ・微生物の餌には有機物を入れてやる。 

 

   ・有機肥料はゆっくりと吸収されるのでいいとされている。うまみ、美味しさも加わる 

 

   ・科学肥料は分解が早いため、作物が吸収しないうちに消えてしまう場合もある。 

 

    

 



・有機堆肥を厚く入れ過ぎると水ばっかりを必要とした？ 

      土と野菜の間に有機堆肥の厚い層ができることにより、雨が降った際は下に浸み

込むが、晴れ間が多い時には、有機堆肥部分が土のように毛細管現象で水分を上

の根の部分まで行かないこともあった。 

 

   ・Ca、Mg、K が余り多くなると、作物はよう吸収しなくなる。対策雨ざらしにして洗

い流す。これらは補給する程度に抑えておく。 

 

・ 家畜堆肥には Na（塩分）、K（カルシュウム）が最初から多い 

 

   ・土の科学を知って土づくりをした方がいいのでは！ 

 

 

 

 

 

 

 

AM12：00 講座終了。 

 

 

（感想）土づくり（土壌）するに対して、土（土壌）の科学を知った上で土づくりをすべき 

    ですね。今、日進野菜塾がチャレンジしようとしてる中に、有機堆肥による野菜づ 

くりがあります。 

やはり有機となると堆肥づくりも 1 年がかりで、しかも温度、水分管理等の細かい 

チェック作業など、こまめに、根気よく続けるパワーが必要です。、 

    会員ひとりひとりが自信を持って、日進野菜塾の野菜づくりに関して我々の！我々 

    だけの！打ち出せるオリジナルブランドを明日に向かって作り上げて行くことが、 

    今ほど、周りの環境を見ましても強く求められているのではないか！と思います。 

    みんなで頑張りましょう！！！！ 

 

 

 

 

 


